
「類義語」のまとめ

⒈「動詞」編

⑴「借りる」「貸す」 頻出

①「借りる」

⒈ ：（無料で）借りる［通例場所の移動を伴う］ 本など

物 人 ＢからＡを借りる

⒉ ：（無料で）借りる［その場で］ トイレ、電話など

⒊ ：（有料で）借りる［短期間］

⒋ ：（有料で）借りる［家・土地を長期間］

本来短期間の賃借りは だが、アメリカでは長期･短期にかかわらず を

用いることが多い。

特に「土地」に関しては も用いる。

⒌ 人 金等 ：ＡにＢの借りがある、ＡにＢを借りている

金等 人

兄に５ドル借りている

＝

⒍作文等用におさえたい、その他の「借りる」。

「 人 の力を借りる」 ⇨

「 人 の知恵を借りに行く」 ⇨

「 人 の言葉を借りて言えば ⇨

「酒の力を借りて」⇨

②「貸す」

⒈ ：物を貸す場合には無料で、金を貸す場合には利子を取って貸す場合にも用いら

る。

人 金･物等 ＡにＢを貸す

金･物等 人

⒉ ：有料で物や家屋、車などを貸す場合に限られる。
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私は夏休みの間、部屋を学生に貸した

⒊ ：特定の目的に短期間貸す場合。 建物、車、衣装等

⒋作文等用におさえたい、その他の「貸す」。

「たばこの）火を貸してください」 ⇨

「力を貸してください（→あなたの助けが必要だ）」⇨

「ちょっと手を貸してくれ」⇨

「本棚を動かすのに手を貸してください」⇨

「彼は私の忠告に耳を貸そうとしない」 ⇨

⑵「合う」 頻出

① ：（型と型が）合う

この上着は私の体にぴったりだ

② ：（物と物、色と色が）合う、調和している

敷物は壁紙と調和するものでなければならない

③ ：（服や色と人・言動と人が）似合う、似つかわしい

黒がよくお似合いです

④ ： 気候・食物 人 ＡがＢの体質に合う

チーズは私の体に合わない

上例のように通例、疑問文・否定文で用いる。

⑤ ： 環境等 Ａに順応する、慣れる

彼女はすぐに新しい生活に順応した

⑶「書く」「描く」 頻出

① ：（文字・文章・書物を）書く

② ：（線で絵・図等を）書く 描く

③ ：（色を塗って絵等を）描く

⑷「認める」「許す」  が頻出

① ：
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⒈（真実として）認める

⒉（入学を・入場・入室）を許可する

人を部屋に入れる

大学に入学を許可する

病院に収容される

② ：（不本意ながら）認める

③ ：（止めずに、正式に）認める、許可する

特に には、物事を主語にとって「 物事が 許す、許可する、差し支えない」

という自動詞の用法がある。

頻出

天気が許せば よければ 、ボクがそこに行きます

④ ：（過失などを）許す

④は後ろに「 人 物事･過失 」の形をとることが多い。 頻出

私の短気をお許しください

私は彼の不道徳なふるまいを決して許さない

 は や よりも軽い「過失・違反」を 弁解により 許す

場合に用いる。

⑤ ：（積極的に）同意する

⑥ ：（価値を）認める、評価する

新政府を認める

彼はその少女が正直であることを認めた

⑸「傷つける」 ①と②の違いが頻出

① ：［事故等で］（人の体を）傷つける

② ：［武器、刃物等で］（人の体を）傷つける

③ ：⒈［事故等で］（人の体を軽く）傷つける

⒉（精神的に）傷つける

④ ：（物を）傷つける、損害を与える

⑤ ：（建物を）破壊する、（希望・計画等を）台無しにする

⑥ ：（価値を）そこなう、駄目にする／（人間を）甘やかす
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⑹「疑う」 ①と②の違いが頻出

① ：  は「 ～と思わない」と同じと考えよ。

② ：  は「 ～だと思う」と同じと考えよ。

③ ：不思議に思う

⑺「（金・犠牲）～かかる 」と「 時間・労力が かかる 」。 頻出

① 人 金・犠牲 原形 ～ Ａが ～するのにＢかかる

その靴を修理するのに２ドルかかった

② 人 時間・労力 原形 ～ Ａが ～するのにＢかかる

時間・労力 人 原形 ～

その雑誌を読むのに２時間かかった

⑻「～になる」「～するようになる」 頻出

① Ｃ 名詞･形容詞･分詞 ：Ｃになる

② 原形 ～：～するようになる、～することになる

×

どうしてここにいることになったのですか

上例のように の後に不定詞はこれない。

「 ～」は｢ 学習を通じて ～できるようになる｣。

⑼「見る」

① ：（無意識に）見る、目に入る  だけは進行形を作れない

② ：（意識的に）見る ×

③ ：⒈（動いているものをじっと）見る

⒉見張る、番をする

④ ：ちらっと見る

⑤ ：（驚いて）凝視する

⑥ ：のぞき見する
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⑽「聞く」

① ：（無意識に）耳にする、聞こえる  だけは進行形を作れない

② ：（意識して）聞く ×

③ ：（人に）聞く、尋ねる

④ ：（命令等を）聞く、従う

⑾「焼く」

① ：（直火であぶって）焼く

② ：（オーブンで蒸して）焼く

③ ：（肉等を丸ごと）焼く

④ ：（パン、菓子等をオーブンで）焼く

⑤ ：（卵等をフライパンで）焼く、いためる、揚げる

⑥ ：（パン等をトースターで）焼く

⑦ ：（黒焦げになるまで）焼く

⑿「言う」

① ：強調して言う

② ：繰り返して言う

③ ：～について話しに出す，言及する

④ ：はっきり述べる、十分に述べる、言明する  より堅い語。

⑤ ：ささやいて言う、小声で言う

⑥ ：つぶやいて言う

⑦ ：談笑して言う 歓談して言う

⑧ ：誇張して言う

⑨ ：指摘して言う

⑩ ：主張して言う

⑪ ：説明して言う

⑫ ：宣言して言う

⑬ ：それとなく言う 示唆して言う

⑭ ：忠告して言う

⑮ ：白状して言う

⑯ ：命令して言う

⑰ ：説得して言う
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⑱ ：指図して言う  ほど命令的ではない。

⒀「訴える」

① ：Ａ 人 を 裁判所に）訴える

② ：⒈Ａ 人の心）に訴える

⒉Ａ 手段・世間・理性等 に訴える

⒊Ａ 人 を 裁判所に）訴える

③ ：Ａ 好ましくない手段）に訴える

彼は暴力を振るった

④ ：Ａ 苦情・不平）を訴える、言う

 は⒈「Ａ 権利など を要求する」⒉「Ａ 事実など を主張する」なので注意。

私は彼に金を払ってくれと要求した

両方とも勝ったと主張した

⒁「降る」

① ：雨が降る

② ：霧雨が降る

③ ：にわか雨が降る

④ ：雪が降る

⑤ ：あられが降る

⑥ ：みぞれが降る

⒂「引く」

① ：引っ張る

② ：導く

③ ：引き算する

④ ：（電話等を）引く

⑤ ：（言葉等を）引用する

⑥ ：線を引く

⑦ ：身を引く、引退する

⑧ ：（手足、体・軍隊を）引っ込める、撤退させる

⑨ ：辞書を引く
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⑩ ：単語を辞書で引く

⑪ ：ピアノを弾く

⑫ ：（車等が）Ａをひく、はねる

⑬ ：（のこぎりで）ひく

⑭ ：（カードを）引く

⒃「教える」 ①と②の違いが頻出

① ：（道順等を）教える

② ：（知識・教訓等を）教える ｢道を教える｣程度では は使わない点に注意｡

③ ：（人の長所を引き出して）教育する、しつける

④ ：（知識や技術を組織的に）教え込む

⒄「受ける」

① ：（手で）受けとめる

② ：（物事を）受け入れる

③ ：（手紙等を）受け取る

④ ：（試験を）受ける

⑤ ：（被害・苦痛を）受ける

⑥ ：（攻撃を）受ける

⑦ ：（影響を）受ける

⒅「結ぶ」

① ：（ひも等を）結ぶ

② ：ＡとＢを結びつける

＝

＝

③ ：（協定等を）結ぶ

④ ：（話・会等を）しめくくる、終える

⑤ ：実を結ぶ

⑥ ：⒈ 物を 縛る

⒉ 精神的に 結びつける
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⒊ 精神的に 束縛する

⒆「笑う」

① ：（声を出して）笑う

② ：（にっこりと声は出さずに）ほほえむ

③ ：（若い女性や子供が）くすくす笑う

④ ：（満足気に）くっくっと笑う

⑤ ：（軽蔑するように）あざ笑う、冷笑する

⑥ ：（喜び、満足を表わして）歯を見せて笑う

⑦ ：（大人の男性の軽蔑的な）忍び笑い、くすくす笑い

⒇「泣く」「鳴く」

① ：（最も一般的に）泣く、泣き叫ぶ

② ：（声を上げずにしくしくと）涙を流して泣く よりも堅い表現

③ ：（声を上げて）むせび泣く、嗚咽する 通例悲劇的な出来事を連想させる

④ ：（子供等が）めそめそ泣く

⑤ ：（悲しんだり苦しんだりして長時間）ぎゃあぎゃあ泣く

⑥ ：（犬等が）吠える

⑦ ：（ネコがニャーと）鳴く

⑧ ：（小鳥が）鳴く

⑨ ：（狼や犬等が）遠吠えする

「流れる」

① ：（水が）流れる

② ：（時間が）流れる

③ ：（うわさ等が）流れる

「直す」「治す」

① ：（機械・器具を）直す、修理する

「直す」には もあるが、通例 は布製品の修理に限られ、その他の場合

には が用いられる。また は いずれの場合にも用いられる。

② ：（綴り、文章、言葉等を）直す
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③ ：（一部を）手直しする、変更する

④ ：（全面的に）変更する、変える

⑤ ：（合うように）直す、調節する

⑥ ：翻訳する

⑦ ：（病気等を）治す 、 悪癖を 直す

「破る」  約束を破る などは頻出

① ：（紙・布等を）引き裂く

② ：（物を）壊す、（約束を）破る ⇔ ｢約束を守る｣

③ ：（法・規則等に）違反する

④ ：（相手を）負かす、打ち破る

「やめる」

① ：（動作・行為等を）やめる

② ：（行為・習慣等を）やめる、あきらめる

③ ：（Ａを）辞職する

④ ：（Ａを定年で）引退する

基本的に自動詞で「～を引退する」という場合、 と、 を取る。

他動詞として用いられると 人 で「Ａを 定年を理由に 解雇する」とな

る。

⑤ 組織･団体等 ：（Ａから）脱退する、引退する

⑥ ：解雇される

「ケンカする」

① ：口喧嘩をする

② ：（手を出して）喧嘩する

③ ：（議論等で感情的になって）口論する

④ ：（夫婦で）喧嘩する

「分かる」

① ～ 〈人･事･物〉を理解する している

～の意味･気持･性質･扱い方などがわかる
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×

あなたの立場は十分に理解しています

注 は進行形の代用として使われている。

「 わかる」も と同意だが、会話で用いる。

② ～ 見て わかる、～を理解する

〈事〉がわかる、～を理解する

Ｓ Ｖ 節 節 句 ～ということがわかる、～に気付く

～を理解する

彼女がどうして婚約指輪を売ったのか理解できない

 は より口語的な表現で、見て分かることだけでなく思考の結果了

解することにも用いる。口語では や も と同様の意味で用いられる。

③ ～ ～がわかっている  は書き言葉に用いる。

〈人･物･事 の性質･意味 〉を 知的に十分に 理解する

④ ～ 〈意味など〉を ～であることを 理解する

彼は彼女のいう意味をはっきり理解した

⑤ ～ 通例 を伴い否定･疑問文で 〈人･考えなど〉を理解する

節 節･句 ～だとわかる

⑥ ～ 〈物･事〉を ～であることを 正しく理解する

その良さなどを 正しく認識する

⑦ ～ 通例否定･疑問文で 理解する

〈人〉の言うことを理解する

〈人 の言葉 ･話の筋など〉を理解する

⑧ ～ 考えた末に ～を理解 解釈 する

彼女を理解できない

⑨ ～ 〈調査・やってみた結果として〉分かる

我々は真相を見つけ出さなければならない

 にも「わかる」という意味があるが、 と違って偶

然性を含む。

⑩ ～ 〈事〉を悟 さと る、はっきり理解する、 実感として ～がよくわかる
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⑪ ～ 〈真実など〉をつかむ 知る

⑫ ～ ～を理解する

～を学ぶ

⑬ 人が が誰であるかわかる

私が誰だかわかりますか

初対面の人と待合せする時に 何か目印になるものはありますか

⑭《その他》

理解する

正しい筋道がわかる

〔問題などを〕理解する

言葉の意味を完全に理解する

彼の沈黙の意味を理解する

英文法をよく理解している いない

「○○を守る」

① 人 Ａを〔攻撃･危害などから〕守る

彼らは彼が襲撃されないように守ってやった

② 人･場所 Ａを〔敵･危害などから〕防御する、守る ⇔

危害から彼を守る

③ 人･場所 Ａを保護する

Ａを〔危険などから〕守る

彼を病気から守る

④ 人･動物等 Ａを〔…から〕守る、保護する

神様が危険から私たちを守ってくださいますように

⑤ 人･物 Ａを〔危険などから〕守る、安全にする

貴重品を盗まれないように守る

⑥ 約束･秘密等 Ａを守る、Ａ 法律･条約･慣例等 に従う

期日を守る

彼は常に約束を守ってきた
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⑦ 人･命令・規則等 Ａに 良いと判断して 従う、守る ⇔

交通規則は守らねばならない

＝

⑧ 法律等 Ａを守る ⇔

礼儀を守る

⑨ 命令等 Ａを守る

Ａ 例･慣習等 に習う

この慣習はたいていの家庭で守られている

「～した方がいい」

① 道徳的にまたは一般的に賢明と思われることを助言する言い方だ

が、 の方が客観的で強意的な語 疑問文・否定文のときは

の方が普通。

② 助言に従わないと取り返しのつかないことになるような緊急事態におけ

る警告として用い、状況次第では脅迫にもなりかねないので目上の人に

は用いない方がいい。

③ 「してもしなくても大した違いはないが そうしても悪く

はない」の意。 とは違い、特に「勧める」

含みのない婉曲的な言い方。

④ 客観的に何かと比較してそうする方がいいことを表

わす を使う方が控えめな言い方 。

使役の と のニュアンス、用法の違い。

{
原形 ～ 「Ｏに～させる（してもらう）」

① Ｏ

～ 「Ｏを～される（してもらう）」

{
原形 ～ 「Ｏに～させる（してもらう）」

② Ｏ

～ 「Ｏを～される（してもらう）」
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使役動詞の と 。そのニュアンス、用法の違いは以下の通り。

原形 ～ ①Ｏは、しかるべき職業の人で、その人に料金を払って「ある仕事･

サービスをさせる してもらう 」。

私はそのエンジニアに車を修理してもらった

②目上のものが目下の者に「…させる」という文脈で用いる。

私は息子に鞄を運ばせた

したがって

私は先生 上司 に手紙をチェックしてもらった

は不可。

などとする。

原形 ～ Ｓ 人 が 説得・努力等して Ｏ 人・物 に…させる、してもらう

→

彼にタバコをやめさせられなかった

ドアをきちんと閉めた

～ ①［受益の意味の使役・依頼］〔物〕を…させる、…してもらう

≒

 の方が語感が強い｡過去時制では が､命令文では が普通｡

彼は家を建てた

彼は３か月散髪していない

②［不利益を表す受身の意味・被害］〔物〕を…される

この意味で を用いるのは､ 主語 に何らかの責任の含みがある場合｡目的語が｢ 本人の 身体の一部｣の場

合が多い｡

× 彼女は指輪を盗まれた

私はその事故で足の骨を折ってしまった

③［完了・状態］…してしまう、…し終える ＝

主としてｱﾒﾘｶ用法｡ の場合､ 主語 が｢私 自分 ｣になり､｢ 自分で ～してしまう｣の意味になる｡

宿題をすっかりし終えた
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～ ① 思い通りの結果や思わぬ成行きを表す

彼は浴槽に水を出したままにしている

姉さんのことを君なんぞにそんなふうに言わせてはおかないぞ

② どうしようもない出来事や手はずを整えた事柄を表す

頭痛がしてきた

もしそんな音を立てると近所の人が苦情を言うだろう

「私の家は駅から遠い」

「 ＋場所」が続くときは をつけない。

［解説］① は漠然と遠く離れていることを表わし、通例否定文・疑問文で用いる。

肯定文では などを用いる。ただし

などを伴うときは肯定文でも用いられる。

○

× 私の家は駅から遠い

○

○

○

② は簡単に到達できない非常に遠方を表わす

×

○

③ 形 形 は を強めた形でやや堅い語 形 は

辺ぴ・不便さを暗示し到着の困難を表わす

人里離れた家

遠方の場所

－１４－
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④ は距離や時間を表す名詞の後につけて「○○の距離 時間 を置いて」

「○○だけ離れて 先に 」。

×

湖はここから３マイル離れている

試験までもう１週間しかない

高校卒業まであと２か月だった

上記のような具体的な距離を表す名詞があった場合には は用いない。

「訪ねる」

① 人･場所 …長期の訪問にも用いる最も一般的な語

② 人･場所 …特定の目的で訪ねる。より堅い言い方

③ 人 場所 …⒈職務、儀礼で訪ねる

⒉ちょっと立ち寄る

④ 人 場所 …予定もなくひょっこり立ち寄る

⑤ 人 …遊びにいく くる

人

場所

「われわれはきのう田中氏を訪ねた」

「田中氏を会社に訪ねる」のように人と場所を同時に表わすときは

のようになる。

「おばが今日訪ねてくる」

「彼がゆうべ僕 僕の家 をひょっこり訪ねて来た

「いつか当地においでになったらお訪ねください」

 は より口語的。

－１５－
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「すすむ」

①「前進する」

手探りで進む

押しのけて進む

②「進歩する」

Ａが上達する

③「光は音よりもずっと早く進む（→伝わる）」

④「この分野では日本は他の国々より５年は進んでいる」

⑤「私たちは決勝に進んだ」

⑥「ぼくの時計は１か月に１分進む」

⑦「この時計は５分進んでいる」

「私の時計は月に２秒遅れる」

「この時計は２分遅れている」

と 頻出 と では「人」と「物」の順番が逆。

① 人 物 ＡからＢを奪う

受身は「 人 物 は を奪われる」。

② 物 人 ＡをＢから盗む

受身は「 物 人 が から盗まれる」。

－１６－
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ちなみに「Ａを盗まれる」という表現は、使役動詞の「 を される」を用

いて以下のようにも表現できる。

物 Ａが盗まれる

Ｏ Ｃ

私は鞄を盗まれた

意味上の主語の関係になるＯが と「物」を表す名詞なので、Ｃに は

こない。

「会う」

① ：⒈人と顔を合わせる

⒉人を見かける 相手がこちらを認識していなくても使える

またお会いできてうれしい

学校の構内で数回彼女を見かけた

② ：⒈ 初対面で 正式の紹介などによって人と近づきになる

⒉人に偶然に出会う

“ ”友人のピーターを紹介いたします

“ ”近づきになれてうれしいです

初対面の時は の代わりに は使えない

駅でばったり彼女に出会った

③ ：人に偶然会う、事故や障害などに遭遇する、親切・不幸などを経験する

一二度はアラブの人々に偶然に出会った

私は帰りに事故にあった

④ ：危険や困難に遭う、直面する、思いがけない人に会う 固い表現

彼女は次々と困難に直面した

３年ぶりに旧友にひょっこり出会った

「うつ」

① ⒈〔…を目がけて〕打つ、なぐる、攻撃する

ことわざ 鉄は熱いうちに打て

－１７－
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⒉〈人･物など〉を打つ、たたく、なぐる

雷に打たれる

⒊〈時計･鐘が〉打つ、鳴る 頻出

〈時計･鐘などが〉〈時〉を打って知らせる

〈鍵 けん 〉を打ち鳴らす

ピアノの鍵を打つ

この時計は 分ごとに打つ

⒋〈人〉の心を打つ

〈人〉に… である という感じを与える

…に好感を持つ、…に感銘を受ける

彼女の美しさに打たれた

畏敬の念に打たれる

② 〔…を狙いを込めて一回だけ〕打つ、たたく、なぐろうとする

〈人･物が〉〈人･物〉を〔…で〕打つ、たたく、なぐる

バットで球を打つ

ヒット ボール を打つ

③ 〈人･物が〉〔…を〕続けざまに どんどん 打つ、たたく

罰として …をむち 杖 つえ で打つ、…の尻 しり をぶつ

〈心臓が〉鼓動する、〔喜びなどで〕どきどきする〔 〕

〈脈が〉打つ

④ 〈人などが〉Ｏ（人･物）を 何度も 打って にあたって … の状態 にする

⑤ ～を軽く打つ たたく、押す

⑥ 〈人･動物〉をむち打つ

～をせっかんする

〈動物〉をむち打って駆りたてる

⑦ 平手･平たいものなどで 〈人〉の〔…を〕ぴしゃりと打つ

膝を打つ

＝ 彼は私の顔 背中 をぴしゃりと打った

⑧ …をバシッと打つ

〈人〉〔の体の一部〕を強打する〔 〕

⑨ 人が〉 平たくしなう物で 〔物を〕 軽く ピシャッと打つ、たたく

⑩ 〔…を 指などで〕 律動的に トントン打つ、コツコツたたく、 太鼓を 打つ

－１８－
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⑪ 〔…を〕ドンドン打つ たたく

⑫ 〔…を〕つちで打つ

どんどんたたく

〈物〉をつちで打つ たたく

〈くぎなど〉を〔物に〕打ち込む

ぞんざいに くぎを打って箱を作る

⑬ 〈波などが〉〈岸など〉に打ち寄せる、〈船べりなど〉をひたひた

⑭ 〈文など〉に句読 くとう 点を打つ

⑮ 点を打つ

⑯ 〈手付け金〉を打つ

契約の手付け金を打つ

⑰ 電報を打つ

彼女に祝電を打つ

無電を打つ

⑧ 〔…に〕無電を打つ、無線連絡をする

⑲ ＳＯＳを打つ

⑳ コンクリートを打つ

 タイプライターを打つ

〔原稿の〕タイプを打つ

どのようにタイプを打つかよく見ていなさい

 （銃・弓などで）〔人・動物など〕を撃つ

…を射殺する

〔鳥など〕の狩猟をする

野生動物を撃ってはいけない

「疑う」

① 「挑戦する」という意味以外に「異議を唱える」という意味もあるが

後ろに 節をとることはない。

正確さ 発言

彼は私の言っていることは正確でないと異議を申し立てた

② 「質問する」という意味以外に「疑わしいと思う」という意味もあるが、

その場合、後ろには 節や名詞が来るのが普通。

－１９－
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彼の話はどうもほんとでないような気がする

彼が成功するかどうか疑わしい

③ と 。 頻出

⒈ ： と同じと考えよ。つまり「思わない」という意味。

⒉ ： と同じと考えよ。つまり「思う」という意味。

「似ている」 頻出

①前置詞の を用いた例文。 前置詞なので、必ず直後に名詞が必要。

彼女の家は私の家と たいへん 似ている

イタリアは形が長靴に似ている

この と共に用いることのできる動詞は

など。

②形容詞の を用いた例文。 等といった形で用いる。

そのふたごの女の子はとてもよく似ていて私には区別がつかない

金があろうとなかろうと私には同じことだ

 をはじめ、 ではじまる形容詞は、補語としてのみ使える。つまり「 名

詞」のように、前から名詞を修飾するということはできない点に注意。

③形容詞の を使って「 ＡはＢに似ている」。

ヤマネコはライオンに似ているが、より小さい

④動詞の を使って「 ＡはＢに似ている」。

×

彼女は外見が姉と似ているが性格は異なる

⑤動詞の を用いて「 ＡはＢに似ている」。

×

彼は性質が父親に似ている  は｢親子関係｣において用いる｡

⑥動詞の を使って「 ＡはＢに 外見上 似ている」

＝

この絵はあの絵と似ている

⑦副詞の 「同様に」を用いた例文。

彼は彼女を憎んだが、彼女も同じように彼を憎んだ

－２０－
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⑧形容詞の を用いた例文。

 という形でしか使わない。また限定用法で（つまり名詞を直接修飾する形

で）用いる｡

同様に

私たちは同じ学校に通っています

彼らは同じ日に生まれた

 は「可能性がある」という意味。以下の表現が頻出。

Ｓ Ｖ～ ～する可能性がある、～しそうだ

Ｓ＋Ｖ～

＝ 彼は成功しそうだ

（ とはいえない）

また は「副詞」として、「おそらく 」という意味もある。

彼はたぶん明日はパリにいるだろう

おそらく彼はその試験には受かるだろう

私はおそらく一日中家にいるだろう

「行く」 頻出

① 自分を中心にして自分がいる場所からよそへ 離れて 行く動作を表す。

② 相手のいる 行く 場所などへ自分が近づいて行く動作を表す。

ぼくはこの冬休みに沖縄に行く予定だ

明日、きみのうちに行くよ

「～しがちだ」

① 原形 ～ 〈人･物･事が〉～する傾向がある ～しがちである よく～する

彼女の小説は退屈になりがちだ

彼は怠惰に走りがちだ ｢ 名 ｣という形もある｡

－２１－
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② 体質･気質的に Ａ ～する傾向がある

原形 ～

彼はとかく他人に礼を失する傾向がある

③ 原形 ～

}原形 ～ 通例これらは好ましくないことに対して用いる。

原形 ～

彼にはどうも軽率なところがある

とかく面倒は起りがちだ

疲れている時の方が間違いをしがちだ

「見える」

① 話者の主観的な印象に基づいて「 私には そのように思える」という意味。

客観的事実に基づいた場合にも用いる。。

Ｓ Ｖ～

Ｓ＋Ｖ～

② 客観的な事実に基づいて「 実際はどうか疑わしいが、外見上は誰がみても

～のように見える」と、外見をより強調した言い方。 より形式ばった表

現。

③ 目で見た感じ 外見がそう見え、実際にもそうであるというニュアンスを含む。

彼は歳のわりには若く見える

「 仕事等を 辞める」 頻出

① 辞める理由が不明であることが多い。

私は本気で会社をやめることを考えた

と言った場合、アメリカでは「学校を辞める → 退学する」、

イギリスでは「卒業する」という意味にもなる。

② 自己の都合や意志で辞める。

以下のように「仕事」以外も目的語に取る。

彼はタバコをやめた

僕のことは構わないでくれ

－２２－
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③ 職・地位等を 辞職する、辞任する

その大臣は辞職した

自分の意志または一身上の都合で すること。 に近い。

自動詞として で、「Ａを辞職する」となることもある。

また で「Ａに従う、Ａに身を任せる」

という語法もある。

彼は天命に従った

彼女はあきらめて眠った

④ 定年で 退職する、引退する

父は 歳で退職した

彼は鉄道会社を退職した

基本的に自動詞で「Ａを引退する」という場合、 と、前置詞の

を直後に取る。

他動詞として用いられると で「Ａを 定年を理由に 解雇する」となる。

彼らはその騎手を競馬から引退させた

もちろん 他動詞の も とすれば「引退する」という意味にな

る。

父は退職して田舎で気楽に暮している

－２３－
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⒉「名詞」編

⑴「迷惑」「心配」「苦痛」

① ：迷惑、面倒

② ：心配、気遣い

③ ：（悪い結果を予想した）心配、不安

④ ：（関心のあるものに対する）心配、不安

⑤ ：（無用な）心配、心痛

⑥ ：苦痛、苦しみ

⑦ ：労働、骨折り

努力する、骨を折る 頻出

⑵「客」 頻出

① ：⒈訪問客

⒉観光客

② ：招待客、ホテルの客 ⇔

③ ：（商店などの）顧客

④ ：（医者・弁護士の）患者・依頼人

⑤ ：（スポーツの試合等の）観戦客、見物人

⑥ ：（コンサート等の）観客、聴衆

⑦ ：乗客

⑧ ：通勤客

⑶「料金」等 頻出

① ：（サービスに対する）料金、手数料、使用料

② ：費用、原価

 は商品等につける値段であるのに対し、 は生産･入手･維持などのため

に実際に支払う費用。

×

トムの修理工場は、スティーブの修理店よりも高い値段を、車のエ

ンジンの交換に対して請求した

③ ：借金

－２４－
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④ ：（交通機関の）運賃

⑤ ：⒈入場料、入学金

⒉授業料

⒊ 弁護士、医者等への 謝礼

⑥ ：罰金

⑦ ：郵便料金

⑧ ：（物の）価格

⑨ ：光熱費や電話代等

⑩ ：利子、利息

⑪ ：税金

⑫ ： 道路等の 通行料、使用料

⑬ ： ホテル・水道等の 料金

⑭ ：⒈ 当然支払われる 与えられる べきもの

彼はついに当然の報いを受けた

⒉ 会費、使用料、手数料、税、料金、賦課金

クラブの会費

会費

⑮ 基金

⑷「働いている人」

① ：（最も一般的に）働く人

② ：従業員 ⇔ ｢雇い主｣

③ ：パート、アルバイト ⇔ ｢専任｣｢常勤者｣

④ ：肉体労働者

⑤ ：事務員、店員 ｢銀行員｣

⑥ ：秘書

⑦ ：受付係

⑧ ：重役、管理職 員

⑸「収入」 頻出

① ：（サービス等に対する）報酬

② ：給料

－２５－
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③ ：収入

④ ：（肉体労働に対して支払われる）賃金

⑤ ：（医者・弁護士等に支払われる）謝礼

⑹「旅」

① ：（陸路で行く遠方への）旅、旅行

② ：（最も一般的に使う）旅

③ ：（特定の場所への短い）旅

④ ：（船で行く）旅、船旅

⑤ ：（観光、視察目的の）旅

⑺「仕事」「職業」

① ：報酬をもらってする仕事、勤め口の意。または具体的で永続的なまた

臨時の仕事。

② ：ある意図をもって行なう努力を伴う活動を示し、広く仕事を意味する

「仕事」という抽象的な概念を表わす平易な語。

最も一般的・包括的な語で、あらゆる意味での仕事・労働をいう。

通例、抽象的な意味での仕事。

③ ：課せられた仕事。 よりも 困難を伴うことが示唆されている。

④ ：主として肉体的な激しい労働。

疲労、不快感を伴うことを含意する。

⑤ ：訓練や専門的な教育を要する仕事。または生涯の経歴。

⑥ ：利益を目的とする商業活動などの仕事。

 は自分の経営している事業･商売をさすので、単に自分の従事し

ている仕事をいう場合は を用いる。

仕事が気に入っています

単に「やるべき事・仕事」の意味で を用いない。

×

今晩仕事がありますか

⑦ ：（神から与えられたと感じ、使命感をもってする）仕事、天職｡

⑧ ：医者・弁護士・教師・技術者・作家等、知的な専門知識や訓練を必要

とする職業｡

⑨ ：職業をさす最も一般的な語で、正式な文書などにも使うやや堅い語。

－２６－
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日本語の「職業」に最も近い語。

⑩ ：手を使ってする熟練を要する職業｡

 と だけが「不可算名詞」 は｢可算名詞｣として用いられることもあり 。

⑻「影」「陰」 頻出

① ：物体が光をさえぎったときにできる、その物体の形をした部分 影 。

× 犬の影

② ：光線が直接当たらないためにできる周囲よりも暗く温度の低い部分。

日陰、木陰。

×

私達は木陰で休んだ

【演習】

⒈

⒉

⒊

⒋

《解答》

⒈ ⒉ ⒊ ⒋

⒈私達は木陰で休んだ

⒉彼は暗闇の歩道に女の人の影を見た

⒊その建物が野原に長い影を投げかけていた

⒋この葉の茂った木は心地よい陰を作ってくれる

⑼「約束」 ①②⑥が頻出

① ：約束

② ：⒈人と会う約束

⒉ 病院や美容院などの 予約

③ ：（～に関する）協定、契約

－２７－
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④ ：規定、規則

⑤ ：（新聞・雑誌等の講読の）予約

⑥ ：（座席・ホテル等の）予約

Ａの予約をする

⑽「ゆるし」 ④が頻出

① ：（入会、入場、入社、入学）許可

② ：（書類又は口頭による「～してよいという」）許可

③ （外出して良いという）許可

④ （罪等の）許し、赦免

⑾「道」

① ：本通り、大街路

② ：（街などの両脇に建物が立っていて、歩道がついているような）道路

③ ：（都市と都市の間の舗装された）道路

④ ：（人工的でない自然にできた細い）道

⑤ ：⒈（建物の脇の細い）道、（田畑の曲がりくねった）道

⒉ハイウェイの車線

⑥ ：具体的な「道」を指さず、 等のような言い方で用いる

⑿「怪我」「傷」

① ：怪我

② ：切り傷

③ ：打ち身、（打撲による）あざ

④ ：刺し傷

⑤ ：すり傷

⑥ ：ひっかき傷

⑦ ：汚点、しみ
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⒀「サイン」 頻出

① ：「合図」「星座」「兆候」「印」「標識」  に｢署名｣という意味はない

② ：（書類などにする）サイン、署名

③ ：（有名人などからもらう）サイン

⒁「習慣」 特に①と②の違いが重要。

① ：（個人の無意識的な）習慣

② ：（社会的な）習慣、慣習

③ ：（個人が意識的に身につける）習慣

⒂「移民」 頻出

① ：（外国からやってくる）移民  は「中に」、 は「外に」と

② ：（外国へ出てゆく）移民 いう意味の接頭辞。

⒃「天気」「天候」

① ：天気 不可算名詞  は「不可算名詞」 つまり数えられない 。

② ：気候・風土 可算名詞

⒄「景色」

① ：ある方向を見たときの（特に遠方の）眺め，風景

② ：⒈特に絵のような構成のまとまりを持ち，一目で見渡せる

⒉（事件等の）現場

⒊場面

③ ：特に印象深い光景

名所

④ ：ある場所・地方の地理的外観の全体

これに対し、一つ一つの風景は 。

 だけは「不可算名詞」 つまり数えられない 。

⑤ ：広々とした陸地の風景、景色 ⇔

⒅「ゴミ」

① ：（台所から出る）生ゴミ
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② ：（家庭・オフィスから出る）小型ゴミ

③ ：⒈

⒉

④ ：「廃物」に相当する堅い言い方

⑤ ：道路等に散らかされたゴミ、紙くず

⒆「ひげ」

① ：口ひげ

② ：ほおひげ

③ ：あごひげ

⒇「約束」「予約」 特に③と④が頻出

① ：（口頭の）約束

② ：⒈婚約

⒉（文書による）約束、取り決め、先約

③ ：⒈（人と会うという）約束

⒉ 美容院・病院等の 予約

④ ：（ホテル・チケット等の）予約

⑤ ：規定

⑥ ：⒈個人的な契約

⒉国家間の条約、協定

「手」「足」

①「手」

⑴ ：腕（肩のつけ根から手首まで） ｢上腕部｣

⑵ ：手（手首から指の先まで）

②「足」

⑴ ：（太もものつけ根から下の部分）

⑵ ：（足首から下の部分）

「価値」

金銭に換算できる価値としては も も用いるが

－３０－
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⒈ は主として有用性･重要性などに関する価値

⒉ は精神的･道徳的など本質的な価値

についていうことが多い。 は賞讃に値するよさを表す。

「健康の価値」

「文学的価値のある本」

「人間の価値」

「この花瓶は 万円の価値がある」

① ：⒈ 実用性から見た 価値、値打ち

重要性、有用性

⒉価値、値段、 金銭的 価値 通例高価なものについていう。

市場価値

その２冊の本は同じ価値がある

② ： 精神的･道徳的な 価値、重要性、真の値打  より堅い語。

価値のほとんどない 大いにある 本

「目的」

① ：目的を意味する最も一般的な語で、手近かですぐ取りかかれるような目的を

さすことが多い。

彼のアメリカ行きの目的は何か

② ：ある計画なり行動によって実現しようとする具体的な目標を表す語。

そんなに熱心に勉強して君の目標は何ですか

③ ：努力の目的を具体的に示す語。

何を目当てに私を訪ねて来られたのですか

④ ：きちんとした計画と手段で到達する目的を表し、 （手段）に対する語。

彼女は家を買いたがっていて，それをめどに貯金をしている

⑤ ：目的を実現するのに長い時間や多大の労力を必要とすることを暗示し、努力が

報われることを強調する。

－３１－
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彼のねらいは大学へ入学することである

「群れ」

① 鳥、羊の 群れ

② 牛、馬、豚などの 群れ

③ 犬、狼などの 群れ

④ 魚の 群れ

⑤ 人の 群衆

⑥ 移動する人･サル･アリの 群れ

「人」

 は「 動物に対する 人」という意味が込められる。

の方が より一般的。 は科学的文章で用いられることが多い。

は男女を問わず一般に人 人類全体 をさす。単数無冠詞で用いる。人間の普

遍的性質を強調する言い方で、人類学でよく用いられる。

は、集合的に人類全体をさす。ほぼ と同じだが、 にしろ

にしろ、男性中心の言い方なので最近は避けられることが多い。最近で

は、 な

どを用いるのが普通。

はもっぱら好ましい性格をいうときに用いられる。

「特徴 性 」

① ：「きわだった性質」「良質」を意味することが多い

② ： その種類に共通の特性

酸素の特性

③ ： 本質的、固有の属性

全能は神の属性の１つだ

④ ： 通例人間についての特性をいう

茶色の髪は彼の家族の特性だ

⑤ ： 精神的、道徳的な性質

－３２－
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人格高潔な人

⑥ ： 人または動物の生まれつきの性質

⑦ ： 個人に固定した性質

ほがらかな性質

関連。

① ：「布 地 」。複数形が 。

１着の洋服を作るのに３ヤールの布地がいる

② ：「衣服」上着・ズボンなどの個々の衣類の集まりのことを指して言う。

服１着

これは普段着ですか

③ ：「衣類」。 よりやや格式ばった語で、集合的に衣類というものとい

う意味。帽子･靴など身につけるものをすべて含む。

また、個人使用の に対して商売用のものを指して使います。数え

るときは 衣類５点 などとい言う。

男子用衣料品

衣食住

④ ：動詞で、「服を着せる 与える 」という意味。以下の例文のように、受動態で

使われることが多い。

赤ちゃんはあたたかなものを着ていた

彼は白い服をまとっていた

発音問題用には と の違いをおさえておこう。 の は θ 。

の は ð 。これは と 、 と の関係と同じなの

で覚えやすい。
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⒊「形容詞」「副詞」編

⑴「早い」「速い」 頻出 ただし は時間的に「早い」のに対し

等は動作・速度等が「速い」という点をおさえておけば

大丈夫。

① ：⒈（予定・定刻より）早く ⇔

ショーはいつごろ始まりますか

⒉（ある限定された期間内の）早い時期に ⇔

× 早朝

× 夕方の早い時間に

② ：⒈（予定・定刻より）早く

⒉（ある時点から時間をおかないで）早く、すぐに

× すぐ来てください

③ ：（運動・速度が）速い、機敏な ⇔

「時計が進んでいる（はやい）」も、ｆａｓｔを用いる。

⇔

この時計は３分進んでいる

この時計は２分遅れている

なお、｢ 時計が 遅れる、進む｣といった意味を動詞の で表現できる。

私の時計は一月に二秒遅れる 進む

④ ：（動作等が）速く、機敏に

⑵「高い」「安い 低い 」 頻出

① ⇔ ：（値段・給料・賃金・温度等が）高い ⇔ 安い 低い］

 は､｢ 値段が 手ごろな｣｡

ちなみに ｢給料｣､ ｢収入｣に関しては を用いてもいい｡

② ⇔ ：（物が）高価な ⇔ 安価な

×

×
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⑶「多い」「少ない」「大きい」「小さい」 頻出

①大小を ⇔ で表す名詞。

｢聴衆｣ ｢人口｣ ｢数｣ ｢家族｣ ｢量｣

｢量｣ ｢金額｣ ｢収入｣ ｢給料｣ ｢財産｣

 については｢ ｣を用いてもいい｡

② ⇔ ： 数えられない名詞について （量が）多い、少ない

③ ⇔ ： 数えられる名詞について （数が）多い、少ない

④「交通量 」が「多い・少ない」は ⇔ 。

ただし､ ｢通り｣の人通りが多い場合には を用いる

⑤「頻度」が「多い・少ない」は ⇔ 。

⑷「広い」「狭い」 頻出

①「面積」 ⇔

②「幅」 ⇔

⑸「重い」

① ：（重量等が）重い

② ：（責任・気分等が）重い

｢気分が重い｣は 、｢責任が重い｣は も用いる｡

③ ：（犯罪・刑罰・病気・傷・事態等が）重い、深刻な、重大な

④ ：（痛み等が）激しい

⑹「軽い」

① ：（荷物・食事等が）軽い

軽い食事

② ：（風邪・痛み等が）軽い

風邪気味

③ ：（犯罪・傷等が）軽い

軽犯罪

④ ：（刑罰等が）軽い

軽い罰

⑤ ：（行為等が）軽率な
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⑺「濃い」「薄い」

①「コーヒー、お茶」 ⇔ 頻出

②「味」 ⇔

ちなみに味が「辛い」は 。

③「色」 深い 暗い ⇔

④「 霧、髪、ひげといったものの 密度」 ⇔

⑻「厳しい」 頻出

① 時間に対して 厳格な、時間厳守の

② 規則等に対して 厳しい、厳格な

⑼「生きている」 頻出

① 限定用法 つまり形容詞が､前から名詞にかかる用法 、叙述用法 つまり形容詞が､後ろから名詞を修飾したり､補語になったり

する用法 どちらにも用いることができる。

すべての生き物

彼はまだ生きている

② 叙述用法のみで、限定用法はない。

○

×

③ 限定用法のみ。叙述用法はない。

○ 正し「人間」には使えない。

×

⑽「遠い」「離れている」

① 漠然と遠く離れていることを表わし、通例否定文・疑問文で用いる。

肯定文では などを用いる。ただし

などを伴うときは肯定文でも用いられる。

○ 私の家は駅から遠い

×

○

○

○
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② 簡単に到達できない非常に遠方を表わす。

×

○

③ 形 形 を強めた形でやや堅い語。 形 は辺ぴ・不

便さを暗示し到着の困難を表わす。

人里離れた家

遠方の場所

④ 距離や時間を表す名詞の後につけて「○○の距離 時間 を置いて」、「○○

だけ離れて 先に 」。

×

湖はここから３マイル離れている

試験までもう１週間しかない

高校卒業まであと２か月だった

上記のような具体的な距離を表す名詞があった場合には は用いない。

⑾ｖｅｒｙとｍｕｃｈの使い分け

①形容詞・副詞を修飾する「とても」は 、 動詞を修飾する「とても あまり 」は

。

× 彼女はとても美しい

形

× 彼はとても速く走る

副

私はその絵があまり好きではない

動 動詞を修飾する場合には､動詞の後ろ､または文末に置く｡

私はその絵がとても好きだ

動 このように肯定文では｢ ｣の形で用いる｡

② は「比較級」「最上級」を強調することができる。

それは他のものよりはるかに良い

比較級

これがずばぬけてよい

最上級

－３７－
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③ は「最上級」を強調することができる ｢比較級｣を強調することはできない 。

これがずばぬけてよい

最上級  とは異なり､冠詞の の右側におかれる点に注意せよ｡

④分詞を修飾する「とても」は

⑴現在分詞には を用いる。

この本はとても面白い

現在分詞

⑵過去分詞には を用いる。

彼の態度はとても嫌われていた

過去分詞

ただし､いくら過去分詞でも｢受身｣の意味を失ってしまった つまりほとんど形容詞化してしまった ようなものには を用いる｡

非常に複雑な問題

私はとても疲れている

私はその知らせにとても驚いた

この場合､ も可能。

彼女はとても心配そうな顔つきでやってきた

⑤特定の叙述形容詞では原級にも を用いることがある。

彼はひどく彼女を恐れていた

彼女は母親には全然似ていない

彼は兄にそっくりだ

⑥ は で言い換えられ、 は で言い換えられる。

⑦ は「 形容詞 副詞 」を強調する。 頻出

× これは重すぎる

⑧ は「前置詞 名詞」を強調できる。

×

大変驚いたことに、彼は一人でそれをやってしまった

⑨ は を修飾できる。

これらの絵はほとんど同じだ

 で「ほとんど同じＡ」の意味になる。
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⑿「○○ぶりに」 これは英作文用におさえよう。

① ○○ ○○ぶりに

年ぶりに

久しぶりに

② ○○ ○○年ぶりに

○○

注 この表現が使えるのは｢不在であったのが○○ぶりに帰って来る 来た ｣という場合のみ｡

○ 年ぶりに我が家に戻った

×

③ ～ 等の形を用いて表現する。

久しぶりだね

④「大雨」「大地震」「暑さ」「寒さ」等の程度を表す名詞 形容詞 が

「○○ぶり の 」の後に置かれている場合は、最上級を用いて表現する。

この冬は 年ぶりの寒さだ

これは過去 年間で最も多い雪だった ⇨ 年ぶりの大雪

これは過去 年間で最もひどい地震だ ⇨ 年ぶりの大地震

⒀ と の使い分け。 頻出

① 「今から○○前に」という意味。

⒈単独では用いない。

×

⒉過去時制と共に用いる。現在完了と共には用いない。

② ⒈単独で、現在完了・過去時制・過去完了と用いる。

「 今より 前に、以前に、今まで に 」という意味。

前にそのことを聞いたことがあった ある

－３９－

類義語



⒉具体的な期間を示すと 等のような形で 過去完了

と共に用いる。

「過去の一時点を基準として、それよりも○○日 月・年 前に」という意味。

その２年前に彼女に会ったことがあった

「 ある過去の一時点を基準にして その２年前に彼女に会ったことがあっ

た」

＝

彼女には２週間前に会ったと彼は言った

直接話法の伝達内容の は間接話法では通例 になる。

⒁「ある～」

① ～ その詳しい内容についてはっきり知らない場合に用いる。

② ～ と同様、単数名詞の前について、はっきり知らないときに用いる。

無関心や軽蔑の意味がこもることがあるので堅い文章には用いない。

③ ～ 人や物について，知っていても明らかにしないときに用いる。

④ ～ 主に時を表す名詞の前に用いる。

５月のある日、彼は旅行に出かけた

⒂ 時を表す副詞と使用される時制

① ⒈「ちょうど今」 ⇨ 現在時制で

⒉「ついさっき」 ⇨ 過去時制で

② 「今では」 ⇨ 現在時制で

③ 「このごろは」 ⇨ 現在時制で 時に現在完了けいで

④ 「最近」 ⇨ 過去･過去完了･現在完了形で

⑤ 「最近」 ⇨ 現在完了形で

注 が現在形と共に用いるのは習慣的反復行為や継続状態にある

ことを示す場合。

この頃気分がすぐれない

注 が過去形で用いるのは結果が現在まで継続している場合に限る。
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彼は最近そのアパートに引越した

上記のルールはちょっと細かすぎるので、受験用には以下のルールをおさえておけ

ばいい。

① や は「現在完了形」と共に使えるが、 は「現在完了形」

とは共に使えない。

② や は「現在時制」で用いる。

特に が「現在完了形」では絶対に使わない点に注意。

×

近ごろ少年犯罪が増えた

③ や は「現在完了形」で用いることが多い。

特に が「現在時制」では絶対に使わない点に注意。

× 近ごろ教会に通っているんだ

⒃「まだ」  は肯定文、 は否定文で使うと覚えておこう。

① 通例肯定文で 「まだ」「 今も その時も なお」⇔ ｢もはや～ない｣

否定文で用いることもあるがその場合、否定後の前に置くのが普通。

まだ彼女に手紙を書いていない

しばしば長く続いていることに対して意外･驚きを表す。英文の中で

の位置は、 を置く位置と同じ。

まあいやだ。まだ雨が降っているわ

彼は明日もまだここにいるだろう

② 否定文で 「まだ」「今 その時 までのところ」

まだ起きていないことに対して驚き、不満を表す。通例文尾に用いる

が、書き言葉では否定語の直後に用いることもある。 の語順

はない。通例過去時制、現在完了時制で用いる。

まだ彼は帰宅していない

肯定文で が「まだ」「依然として」を意味することもあるが、

の方が普通。 を用いると感情的色彩を帯びる。

進行形･継続の意を表す動詞と共に用いる

赤ちゃんはまだ泣いている
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「きびしい」。

① 規律・規準など を厳守すること に対して厳しい、厳格な

② 時間に対して 厳格な、時間厳守の

③ 人の落ち度や弱点を許さず不親切なまでに厳しい

また は「 刑罰・事態等が）厳しい 重い 、深刻な、重大な」という意味

でも使われる。

④ 厳格で容赦なく服従を求める

⑤ 頑固なまでに厳しい

「厳しい裁判官」

「厳しい規律」

「厳しい罰」

「冬の厳しい寒さ」

「厳しい訓練」

「厳しい経済状況」

※ は「 事態が 緊迫した」という意味。

「彼は子供に厳しい」 辛く当たる

※厳格さの程度は の方が より強い。

「あの先生は文法には厳しい」

「今年の冬は大変厳しかった」

「はずかしい」  と の違いをおさえておこう。

① 道徳的な過ちや失敗、愚行について自分自身に罪悪感や責任があって恥ずか

しいと思う気持ちを表す。

 は「人」を主語とし、「 人が はずかしい」。叙述的用法のみに用いる。

は「物事、態度等が恥ずべき」を主語とし あるいは｢物事｣を修飾し 、「 物事等が 恥

ずべき」。叙述的にも限定的にも用いる。

×

×

② 一時的に きまり悪いときや当惑などの気持ちを表す。

③ 人目を気にして落ち着かない あがる ときの気持ちを表す。
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④ 内気や引っ込み思案で照れくさい気持ちを表す。

④ 子供特有の恥ずかしさで 大人に用いたときは極端な内気を表す。

⑤ 屈辱感を表す。

「おちつかない」

① …のことで …のために 人に対して 不安な、心配な、落ち着かない

チップという面倒なことでいつも落ち着かない

② …について 人に対して 心地よく感じない、落ち着かない

③ 人が 人の前で 落ち着かない、どぎまぎした

④ 人などが ～の事で 落ち着かない、そわそわした

落ち着かない子供

⑤ …を前にして 不安になって、緊張して、不安な

⑥ 人前で 不安な、落ち着かない

「近い」

① 場所的・時間的に 〔…に〕近い、近くの〔 〕 ⇔

銀行は駅から近い

② 「［時間的・距離的に ほとんど接触するように近い」ことをいう｡

近景

近距離で

× 小屋は湖のすぐ近くにある

祭りが近づいている

私たちの年齢はごく近い

｢場所に近い｣という意味では、 は限定的には つまり名詞を修飾する用法では 使えない。

限定的に名詞を修飾するには、 を用いる。

×

彼女は近くのレストランへ行った

注 このように限定的に名詞を修飾するには､ を用いる｡逆に は叙述的に つまり補語としては 使えない｡

×

○ ややこしいが､最上級の は名詞を修飾できる｡
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上記のことも含め、 と をもう一度整理してみると、

⒈ は形容詞、副詞、前置詞の用法がある。

⒉ は形容詞と、前置詞としての用法がある。

両者の違いが大事な点は形容詞での用法。

⒈ は補語としてしか使えず、名詞を修飾できない。

○

×

⒉ は逆に名詞を修飾することしかできず、補語にはなれない。

○

×

副詞としての の例文は以下の通り。

そばに座る

この例文では、 は動詞の を修飾しているので副詞と分かる。

「意外と」

①「意外にも ＝思いがけないことに 」→

意外にも ＝思いがけないことに 彼は有名な役者だった

②「意外に ＝予期していたより 」→ 比較級

試験の結果は意外に ＝予期していたより 悪かった

「賢い」「頭がいい」 ①と②の違いが頻出

① 知識・経験が豊富で正しい判断ができること。「知恵がある」。

人格も立派なことを意味する。

② 生まれつき頭が良く、手先も頭も器用に働く 回転が速い の意。

特にアメリカでは「ずる賢い」「計算高い」といったよくない意味で

使われることが多い。

× 才気走って危険なやつ

③ これらは共に頭のよさを言うが、特に は並はずれて頭

が良いこと。また は子供について 心の働きや態度などが活発な点に関して 言
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うことが多い。

④ 「理解力が十分ある」の意で､ 人や動物が 生まれつき知能が高いこと。

「理解力がすぐれて高度の知識をもつ、理知的な」の意で、蓄積された

教育によって生じた 能力を言い、人間のみに使う。

× 利口な犬

理知的な人

動物は利口であっても決して知性的ではありえない
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